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子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
子
育
て
支

援
の
拠
点
施
設
と
な
る
「
桜
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
、
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
近
年
、「
核
家
族
化
」
や
「
地

域
に
同
じ
年
頃
の
子
供
を
持
っ
た

子
育
て
世
帯
が
居
な
い
」
な
ど
か

ら
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
疑
問
や

悩
み
が
あ
る
と
き
に
、
相
談
す
る

相
手
が
無
く
、
保
護
者
が
不
安
を

抱
え
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
乳
幼
児
を
持
つ
親
の

育
児
不
安
の
解
消
と
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
「
桜
川

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
子
育

て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

様
々
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
不
安
や
悩
み
を
気

軽
に
相
談
し
た
り
、
同
じ
よ
う
な

立
場
の
親
同
士
が
情
報
交
換
・
交

流
し
な
が
ら
、
子
供
を
楽
し
く
遊

ば
せ
る
こ
と
が
出
来
る
場
所
と
し

て
お
使
い
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
事
業
の
内
容

・�

子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
の
提

供
と
交
流
の
促
進

・�

子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
、
援

助
の
実
施

・�

地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
の
提

供
・�

子
育
て
及
び
子
育
て
支
援
に
関

す
る
講
習
等
の
実
施

・�

そ
の
他
子
育
て
支
援
に
関
す
る

こ
と

■
所
在
地
／
桜
川
市
鍬
田
６
１
２

　
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
（
☎
０

２
９
６-

75-

６
１
４
４
）

■
利
用
対
象
者
／
原
則
と
し
て
、

市
内
に
居
住
す
る
幼
児（
就
学
前
）

と
保
護
者
（
家
族
を
含
む
。）

■
利
用
料
／
無
料

■
利
用
日
・
利
用
時
間

○
利
用
日
／
毎
週
火
・
水
・
金
曜

日
（
祝
日
・
12
月
28
日
～
１
月
４

日
を
除
く
）

○
利
用
時
間
／
10
時
～
12
時
・
13

時
～
16
時

※
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
好
き
な
時

間
に
来
て
、
自
由
に
遊
ん
で
く
だ

さ
い
。
親
子
一
緒
に
お
友
達
を
た

く
さ
ん
作
り
ま
し
ょ
う
。

施
設
の
利
用
案
内

名札の色 誕 生 日

オレンジ H15.4.2 〜 H17.4.1

ピンク H17.4.2 〜 H18.4.1

あ　か H18.4.2 〜 H19.4.1

あ　お H19.4.2 〜 H20.4.1

きいろ H20.4.2 〜 H21.4.1

きみどり H21.4.2 〜 H22.4.1

○
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
登
所
し
た

ら
、
自
分
で
名
札
を
付
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
お
子
さ
ん
に
付
き
添
い
一
緒
に

遊
び
ま
し
ょ
う
。（
※
お
子
さ
ん

の
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。）

○
ケ
ン
カ
や
ト
ラ
ブ
ル
も
、
子
ど

も
に
と
っ
て
大
切
な
学
習
の
場
で

す
。
上
手
に
注
意
し
て
ケ
ガ
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ル
ー
ム
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま

せ
ん
。（
※
水
分
補
給
は
２
階
の

休
憩
コ
ー
ナ
ー
で
お
願
い
し
ま

す
。）

○
粉
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
は
、
授
乳

室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

○
お
む
つ
交
換
室
は
、
畳
敷
き
で

す
の
で
、
各
自
敷
タ
オ
ル
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
交
換
し
た
お
む
つ
は
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。（
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

○
片
付
け
は
み
ん
な
で
や
り
ま

し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
小
さ
な
悩
み
で
も
一
人

で
悩
ま
ず
、
好
き
な
と
き
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
中
で
気
軽
に
集
い
、
語
り

合
い
、
悩
み
事
の
解
決
へ
の
糸
口

と
な
る
機
会
が
で
き
る
よ
う
信
頼

で
き
る
職
員
が
お
手
伝
い
し
て
い

き
ま
す
。

■
相
談
の
内
容

・�

電
話
で
の
子
育
て
相
談
／
火
・

水
・
金
曜
日
　
10
時
～
16
時

・�

来
所
に
よ
る
子
育
て
相
談
／
事

前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

保
健
師
に
よ
る
子
育
て
相
談
／

事
前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て

ル
ー
ム
内
で
の
約
束

○
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
利
用
登
録
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
名
札
を
作

成
し
ま
す
。

　
次
回
か
ら
は
、
受
付
に
名
前
を

記
入
し
、
名
札
を
付
け
て
遊
ん
で

く
だ
さ
い
。（
※
降
所
の
時
は
受

付
に
名
札
を
預
け
て
く
だ
さ
い
。）

名
札
の
形

・
子
ど
も
／
ぞ
う

・
大
人
／
り
ん
ご

子
育
て
広
場

企
画
遊
び

■
内
容
／
制
作
遊
び
や
ゲ
ー
ム
、

手
遊
び
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
、

子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
、
親

子
で
楽
し
め
る
企
画
を
、
月
一
回

計
画
し
て
い
ま
す
。（
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
次

回
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
毎
月
発
行
し
て
い

る
「
に
じ
い
ろ
通
信
」
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

桜川市子育て支援センター開設

プ
レ
イ
ル
ー
ム
／
付
属
の
遊
具
で
自
由
に

遊
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

授
乳
室
・
お
む
つ
交
換
室
／
ご
自
由
に
お

使
い
に
な
れ
ま
す
。

子
育
て
相
談

親
同
士
が
交
流
し
な
が
ら
、
子
供
を
楽
し

く
遊
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
様
子

し
ゃ
べ
っ
チ
ャ
オ
会

　
月
に
一
回
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
事

や
、
心
配
な
事
を
テ
ー
マ
に
、
月

に
一
回
み
ん
な
で
話
し
た
り
、
専

門
の
方
に
聞
い
て
す
っ
き
り
し
よ

う
、
と
い
う
会
で
す
。

　
お
子
さ
ん
を
ス
タ
ッ
フ
に
預
け

て
話
す
こ
と
も
出
来
ま
す
。ま
た
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
で
も
大
丈
夫
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

※
予
約
は
、
直
接
来
所
、
ま
た
は

電
話
に
て
お
受
け
し
ま
す
。
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寄
付
を
強
要
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
ご
注
意
!!

　
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
れ
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
へ
の
支
援
を
名
目
に
寄

付
を
強
要
す
る
団
体
が
あ
り
ま

す
。

　
強
引
な
勧
誘
に
断
り
切
れ
ず
、

「
小
遣
い
程
度
の
金
額
な
ら
…
」

と
思
い
寄
付
に
応
じ
る
と
、
少
量

の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
置
い
て
い
き
ま

す
。

　
少
額
で
あ
っ
て
も
、
払
う
意
思

が
な
け
れ
ば
毅
然
と
し
た
態
度
で

断
り
ま
し
ょ
う
。

正
規
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
装
う
メ
ー

ル
詐
欺
に
ご
注
意
!!

　Y
a
h
oo!J
A
P
A
N

な
ど
、
実
在

す
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
か
ら
の
正
規
の

メ
ー
ル
を
装
い
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ

ー
ド
な
ど
の
個
人
情
報
や
、
架
空

の
代
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
が
横

行
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
の
内
容
を
鵜
呑
み
に
せ

ず
、
正
規
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

か
ら
成
否
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
メ
ー
ル
本
文
に
書
か
れ

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し

た
り
、
メ
ー
ル
を
返
信
し
た
り
し

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

無
料
で
配
ら
れ
る
日
用
品
。

つ
い
て
い
っ
た
ら
・
・
・

高
額
商
品
を
契
約
さ
せ
ら
れ
た
。

　
業
者
が
突
然
訪
問
し
て
来
て
、

「
日
用
品
を
あ
げ
る
か
ら
」
と
い

わ
れ
、
近
所
の
民
家
に
行
っ
て
み

る
と
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
の
雑
貨
類

が
無
料
で
配
ら
れ
、
最
後
に
は
高

額
な
温
熱
健
康
器
を
契
約
さ
せ
ら

れ
た
、
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
う
ケ

ー
ス
が
多
く
、
ご
家
族
や
周
辺
の

人
々
の
見
守
り
が
必
要
で
す
。

　
困
っ
た
時
に
は
最
寄
り
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

■
電
話
／
☎
０
２
９-

２
２
５-

６
４
４
５

■
相
談
日
時
／
月
～
金
曜
日
、
９

時
～
17
時

　
最
近
、
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
・
相
談

を
紹
介
し
ま
す
。
実
際
に
あ
っ
た

事
例
を
知
る
こ
と
で
、
被
害
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
受
付
時
間
／
月
～
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
９
時
～

12
時
・
13
時
～
16
時

■
相
談
場
所
／
桜
川
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
岩
瀬
庁
舎
２

階
）

■
相
談
専
用
電
話
／
☎
０
２
９
６

-

75-

６
３
０
０

　
日
常
の
生
活
の
中
で
不
意
を
つ

か
れ
て
、
不
必
要
な
お
金
を
払
っ

て
し
ま
う
事
が
、
市
内
で
も
数
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

　
お
金
を
払
う
前
に
「
必
要
か
？

本
当
か
？
」
と
、
不
安
に
思
っ
た

ら
、
ま
ず
は
身
近
に
出
来
た
桜
川

市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
お
電
話
が
問
題
の
解
決

に
、
そ
し
て
次
の
被
害
を
防
ぐ
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
専
門
的
な

知
識
を
持
っ
た
相
談
員
が
常
駐

し
、
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。電
話
相
談
だ
け
で
な
く
、

面
接
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

岩瀬庁舎の２階に開設した「桜川市消費生活センター」には、専門の相談員が常駐しています。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

専
門
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

桜川市消費生活センターからのお知らせ
　しつこく購入を迫る訪問販売や振り込め詐欺。

他にもテレビのデジタル化や住宅の修繕などで、

不要なはずの工事に高額な支払を要求してくる、

などといった悪質な消費者問題が急増し、私達

消費者を取り巻く環境は、大きく変化していま

す。当センターは、市民の皆様が安心して消費

生活が送れるように、様々なサポートを行いま

す。皆さんも被害に遭わないために、十分注意

をしてください。

いっしょに考えます
一人で悩まず早めに相談してください
相談専用電話：0296－75－6300

消
費
生
活
緊
急
情
報



◯福
妊
産
婦
医
療
福
祉
制
度

が
７
月
１
日
か
ら
変
わ
り

ま
す
。

　
医
療
福
祉
費
支
給
制
度（
通
称:

マ
ル
福
）と
は
、妊
産
婦
・
乳
幼
児
・

母
子
（
父
子
）
家
庭
・
重
度
心
身

障
害
者
な
ど
の
皆
さ
ん
の
健
康
維

持
・
増
進
を
図
る
た
め
、
医
療
機

関
な
ど
に
支
払
う
医
療
費
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、そ
の
制
度
の
も
と
、

対
象
と
な
る
方
々
の
医
療
費
の
個

人
負
担
分
が
、
補
て
ん
金
と
し
て

支
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
７
月

１
日
か
ら
妊
産
婦
医
療
福
祉
費
に

対
し
「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
・
糖

尿
病
・
貧
血
・
産
科
出
血
・
心
疾

患
・
切
迫
早
産
・
妊
娠
中
に
発
生

し
た
治
療
を
要
す
る
疾
病
で
医
師

が
特
に
必
要
と
認
め
た
も
の
」
等

に
限
定
し
補
助
を
行
う
と
の
制
度

改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　
桜
川
市
は
、
疾
病
対
象
外
と
な

る
病
気
や
ケ
ガ
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
同
様
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
「
妊
産
婦
支
援
医
療
福
祉
費

支
給
に
関
す
る
制
度
」
を
独
自
に

設
け
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
か
ら
市
が
交
付
す
る

妊
産
婦
◯福
受
給
者
証
は
、
２
種
類

に
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
各
庁

舎
窓
口
で
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

１.
◯福
妊
産
婦
医
療
福
祉
費
受
給

者
証
（
ピ
ン
ク
の
受
給
者
証
）「
指

定
さ
れ
た
疾
病
名
に
よ
り
、
県
補

助
等
の
対
象
と
な
る
も
の
」

２.

妊
産
婦
支
援
医
療
福
祉
費
受

給
者
証（
グ
リ
ー
ン
の
受
給
者
証
）

「
市
が
単
独
の
補
助
を
す
る
も
の
」

ま
た
現
在
、
妊
産
婦
◯福
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
制
度
の
改
正

に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
使
用
に
な
れ

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
「
介
護
納
付
金

分
」
の
賦
課
限
度
額
が
９
万
円
か

ら
10
万
円
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
普
通
徴
収
分
（
２
期
か

ら
８
期
）
及
び
特
別
徴
収
分
（
10

月
・
12
月
・
２
月
分
）
の
納
税
通

知
書
は
７
月
17
日
に
発
送
し
ま

す
。長

寿
医
療
制
度
（
後
期
高

齢
者
医
療
）
保
険
料
に
つ

い
て

　
本
年
度
の
保
険
料
の
通
知
は
、

今
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
の
方
に
は
、
８
月
上
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
「
均
等
割
額
の
軽
減
・
所
得
割

額
の
軽
減
・
長
寿
医
療
制
度
に
加

入
す
る
直
前
に
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減
」
な

ど
の
軽
減
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
必

ず
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
代
表
）

さくらがわ　2009.7.15

　
先
日
、
市
の
将
来
を
担
う
子
供

達
の
朝
食
摂
取
現
状
を
把
握
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
下
図
の
と
お

り
で
す
。

　
一
割
弱
の
「
食
べ
な
い
」
と
答

え
た
理
由
を
見
て
み
る
と
「
夜
更

か
し
を
し
て
食
べ
ら
れ
な
い
」
な

ど
、
気
に
な
る
内
容
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
起
因
し
て
い
る
も

の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
十

分
改
善
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
食
べ
た
い
の
に
朝
食
の

用
意
が
で
き
て
い
な
い
の
か
、
用

意
は
で
き
て
い
る
け
れ
ど
食
べ
た

く
な
い
の
か
も
今
後
食
育
を
推
進

し
て
い
く
う
え
で
、
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
食
べ
る
こ
と
、
そ
れ
は
生
き
る

こ
と
で
す
。
太
始
よ
り
続
い
て
い

る
命
の
営
み
の
原
点
に
返
っ
て
食

事
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
毎
月
19
日
の
「
食
育
の

日
」
に
は
、
国
を
あ
げ
て
食
育
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
朝
ご
飯
の
大
切
さ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
桜
川
市
で
も
「
明
日
を
支
え
る
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
食
育

普
及
事
業
）」
に
お
い
て
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
食
育
普
及
主
管
課
／
南
・
北
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
、
学
校
教
育
課

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
！

中学生

小学生

幼稚園・保育所園児

３歳児以下

県平均

市内の児童・生徒の朝食アンケート
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県観梅柔道大会で

中
なか

野
の

鈴
すず

華
か

さんが第３位

　
水
戸
市
の
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
「
第
58
回
茨
城
県
柔
道
小
学
生
学

年
別
優
勝
大
会
（
観
梅
大
会
）」
女
子

４
年
生
の
部
で
、中な

か

野の

鈴す
ず

華か

さ
ん
（
今

泉
地
区
・
現
５
年
生
）
が
第
３
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
一
般
社
会
人
か
ら

高
校
・
中
学
・
小
学
生
ま
で
が
一
堂

に
集
ま
る
大
き
な
大
会
で
す
。

　
中
野
さ
ん
は
、
昨
年
の
筑
西
市
明

野
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
優
勝
。
行

方
市
玉
造
の
大
会
で
準
優
勝
と
着
実

に
力
を
付
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
も

次
の
大
会
に
向
け
て
練
習
の
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
58
回
茨
城
県
柔
道
小
学
生
学
年
別
優
勝
大

会
（
観
梅
大
会
）」
女
子
４
年
生
の
部
で
、
第

３
位
の
好
成
績
を
残
し
た
中
野
鈴
華
さ
ん
。

八千代近隣剣道大会で

大和剣道スポーツ少年団が準優勝

　
八
千
代
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
30

回
近
隣
剣
道
大
会
」
で
、
桜
川
市
か

ら
参
加
し
た
大
和
県
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
（
大
和
剣
友
会
）
が
、
団
体
戦

の
部
で
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　
同
少
年
団
は
こ
の
大
会
に
、
４
年

生
１
人
、
５
年
生
４
人
の
編
成
で
参

加
し
ま
し
た
が
、
６
年
生
主
体
に
編

成
さ
れ
た
他
の
チ
ー
ム
を
相
手
に
、

互
角
の
活
躍
を
見
せ
て
見
事
に
勝
利

し
、
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
次
の
大
会
に
向
け
て
一
丸

と
な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
第
30
回
八
千
代
町
近
隣
剣
道
大
会
」
で
準
優

勝
の
成
績
を
収
め
た
大
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
皆
さ
ん
。

つくば渓流会のみなさんと

真壁小の児童がヤマメを放流

　
つ
く
ば
渓
流
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

と
、
真
壁
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん

が
、
真
壁
町
羽
鳥
地
区
の
男
女
川
に
、

ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
つ
く
ば
の
自
然
を

愛
し
、
そ
こ
に
生
息
す
る
魚
の
保
護
・

育
成
、
釣
り
人
の
資
質
の
向
上
を
目

的
に
、
同
会
が
35
年
前
か
ら
続
け
て

い
る
事
業
で
す
。

　
当
日
は
、
５
０
０
０
匹
の
稚
魚
を

放
流
。
同
会
長
の
小こ

林
ば
や
し

茂し
げ
る

さ
ん
（
真

壁
町
真
壁
地
区
）
は
「
ヤ
マ
メ
・
イ

ワ
ナ
の
生
息
で
き
る
環
境
が
、
こ
の

つ
く
ば
の
沢
に
は
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
然
を
子
供
達
と
見
守
っ
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放
流
す
る
真
壁
小
の
生
徒

達
。

郡
ぐん

司
じ

 浩
ひろし

さんと上
うえ

野
の

 誠
まこと

さんが

全国技能グランプリで活躍

相
あい

田
た

千
ち

代
よ

子
こ

さんが交通安全祈願

くす玉をプレゼント

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
で
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
、
相あ

い

田た

千ち

代よ

子こ

さ
ん
（
真
壁
町
古
城
地
区
）

が
、
約
１
年
が
か
り
で
作
っ
た
く
す

玉
２
０
０
個
を
真
壁
小
学
校
新
入
学

児
童
と
卒
業
す
る
６
年
生
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　
相
田
さ
ん
は
、
昨
年
も
く
す
玉

１
０
０
個
を
作
り
、
新
入
生
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
く
す
玉
は
、

５
セ
ン
チ
四
方
の
折
り
紙
68
枚
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。「
主
人
が
入
院
し
て

い
る
当
時
、
同
室
の
方
か
ら
作
り
方

を
教
わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
作

り
は
じ
め
ま
し
た
。」
と
、
相
田
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

真
壁
小
学
校
を
訪
れ
、
交
通
安
全
の
願
い
を

込
め
た
く
す
玉
を
松
崎
校
長
（
当
時:

写
真

右
）
に
手
渡
す
相
田
千
代
子
さ
ん
。

岩瀬東野球スポーツ少年団が

３つの県大会に出場

　
市
内
の
岩
瀬
東
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
、
夏
休
み
期
間
中
に
開
催
さ

れ
る
３
つ
の
県
大
会
出
場
に
向
け
て
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
25
日
の
「
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
大
会
」
と
、
８
月
22
日
の
「
県
ち

び
っ
子
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」
に

は
、
県
西
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
。

８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
５
回

ノ
ー
ブ
ル
ホ
ー
ム
カ
ッ
プ
学
童
野
球

大
会
」
で
は
、
県
内
１
０
５
チ
ー
ム

が
15
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
れ
て
行
わ
れ
た

予
選
大
会
を
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
各
大
会
で
は
、
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
期
間
中
に
、
３
つ
の
県
大
会
に
出
場

す
る
岩
瀬
東
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
な

さ
ん
。

常
ひ た ち

陸大和ライオンズクラブが

大和中に図書を寄付
常
陸
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
飯
島
会
長

（
左
か
ら
４
人
目
）
か
ら
図
書
を
受
け
取
る
藤

田
校
長
（
右
か
ら
１
人
目
）
と
、
図
書
委
員

の
栗
原
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）・
池
田
さ
ん

（
右
か
ら
３
人
目
）。

　
常
陸
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
、
大
和
中
学
校
に
図
書
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
中
学
校
の
新
校
舎
完

成
を
記
念
し
て
、
生
徒
達
に
自
分
の

地
域
を
深
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

旧
大
和
村
の
歴
史
を
ま
と
め
た
「
大

和
村
史
余
稿
」
と
、
日
本
の
国
宝
を

紹
介
す
る
図
鑑
「
国
宝
　
全
15
巻
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
会
長
の
飯い

い

島じ
ま

輝て
る

信の
ぶ

さ
ん

（
本
木
地
区
）
は
「
教
科
書
で
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
学
習
の
参
考
図
書
と
し
て
活
用

し
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
の
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
た
「
第
25
回
全
国
技

能
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
、
郡ぐ

ん

司じ 

浩ひ
ろ
し

さ
ん

（
真
壁
町
亀
熊
地
区
）
と
、
上う

え

野の 

誠
ま
こ
と

さ
ん
（
真
壁
町
真
壁
地
区
）
が
茨
城

県
代
表
と
し
て
参
加
し
、
輝
か
し
い

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
日
頃
職
業
で
培
っ
た

熟
練
の
技
能
を
駆
使
し
て
、
31
の
競

技
職
種
に
わ
た
り
「
技
」
の
日
本
一

を
競
う
も
の
で
す
。

　
郡
司
さ
ん
は
、
石
工
競
技
の
代
表

と
し
て
参
加
し
、
第
２
位
。
上
野
さ

ん
は
、
建
具
競
技
代
表
と
し
て
参
加

し
敢
闘
賞
と
、
お
二
人
と
も
素
晴
ら

し
い
結
果
で
し
た
。

郡
司
浩
さ
ん
（
写
真
左
）
と
上
野
誠
さ
ん
（
写

真
右
）
が
来
庁
し
、
中
田
市
長
（
写
真
中
央
）

に
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
の
活
躍
を
報
告
し
ま

し
た
。

つれづれの会が

雨引観音巡礼者を「お接待」
お
茶
や
食
べ
物
で
巡
礼
者
を
も
て
な
す
「
つ

れ
づ
れ
の
会
」
の
み
な
さ
ん
。

　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
つ

れ
づ
れ
の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
坂

東
三
十
三
観
音
巡
礼
に
、
雨
引
山
楽

法
寺
を
訪
れ
る
巡
礼
者
を
も
て
な
し

ま
し
た
。

　「
お
接
待
」
と
は
、
巡
礼
者
に
対
し

て
地
元
の
人
々
が
宿
や
食
べ
物
な
ど

を
無
償
で
提
供
す
る
風
習
で
す
。

　
こ
れ
は
、
自
分
達
の
ふ
る
さ
と
の

魅
力
を
、
訪
れ
る
多
く
の
人
に
知
っ

て
欲
し
い
と
、
10
年
程
前
か
ら
行
っ

て
い
る
活
動
で
す
。
同
会
長
の
小こ

松ま
つ

崎ざ
き

智と
も

子こ

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
会
員

の
皆
さ
ん
と
勉
強
し
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
の
魅
力
を
発
見
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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く
ら
し
の
情
報

の
要
件
／
法
令
で
定
め
る
基
準
に
適

合
し
て
お
り
、
本
年
度
中
に
お
お
む

ね
整
備
が
完
了
し
、
完
了
後
は
速
や

か
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ

と
。

■
事
前
協
議
／
は
じ
め
に
、
事
前
協

議
の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
事
前
申
し
込
み
の
内
容
を
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
に
諮

っ
た
後
、
事
前
協
議
対
象
者
を
選
定

し
ま
す
。

　
事
前
協
議
が
整
っ
た
ら
整
備
承
認

を
し
ま
す
の
で
、
施
設
整
備
が
終
了

後
、
指
定
申
請
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
事
前
協
議
申
し
込
み
期
間
／
７
月

１
日
（
水
）
～
７
月
21
日
（
火
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
３
３
６)

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者

募
集

健
康
推
進
課

高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

○
対
象
／
80
歳
以
上(

昭
和
４
年
３

月
以
前
生
ま
で)

の
方
で
、
ご
自
分

の
歯
を
20
本
以
上
お
持
ち
の
方
。

父
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

○
対
象
／
満
3
～
6
歳
児(

平
成
18

年
４
月
１
日
生
ま
で)

と
そ
の
父
親

■
応
募
方
法
／
住
所
、
氏
名
（
父
と

子
の
場
合
は
父
子
の
名
前
）、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
掛
り
付
け

の
歯
科
医
院
を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
。（
※
申
込

み
ハ
ガ
キ
は
健
康
推
進
課
に
あ
り
ま

す
。）

※
本
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
歴
の
あ
る
方

の
再
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
限
／
７
月
21
日
（
火
）

■
口
腔
診
査
実
施
期
間
／
６
月
１
日

～
７
月
31
日

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
歯
科

医
師
会
８
０
２
０
事
業
係(

〒

３
１
０-

０
９
１
１
水
戸
市
見
和
２

-

２
９
２
・
☎
０
２
９-

２
５
２-

２
５
６
１
・
�
０
２
９-

２
５
３-

１
０
７
５)

都
市
計
画
の
決
定
お
よ
び
変
更

に
係
る
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

都
市
整
備
課

　
市
で
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
都
市
計
画
決
定
と
、
都
市
計

画
公
園
「
中
央
公
園
」
の
変
更
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
都
市
計
画
法
第
17

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市

計
画
の
案
の
縦
覧
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

■
都
市
計
画
の
案

「
下
館
・
結
城
都
市
計
画
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
決
定
（
市
決

定
）」

「
下
館
・
結
城
都
市
計
画
公
園
（
中

央
公
園
）
の
変
更
（
市
決
定
）」

■
縦
覧
期
間
・
場
所

・�

期
間
／
７
月
８
日
（
水
）
～
７
月

22
日
（
水
）・
８
時
30
分
～
17
時

30
分
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

・�

場
所
／
大
和
庁
舎
都
市
整
備
課
、

真
壁
庁
舎
文
化
生
涯
学
習
課

■
意
見
書
の
提
出
／
ご
意
見
の
あ
る

方
は
、
意
見
を
記
載
し
た
市
長
あ
て

の
書
面
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
を
明
記
の
上
、
問
合
先
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
締
切
／
７
月
22
日
（
水
）

■
問
合
先
／
都
市
整
備
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
１
６
６
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る

た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も
結
構
で

す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
27
日(

月)

９
時
～

12
時
・
13
時
～
16
時

■
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
１
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課(

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
６
７)

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
８
月
24

日(

月)

に
大
和
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

財
政
課

　
平
成
20
年
度
に
、
桜
川
市
に
対
し

て
寄
せ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
」
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方

・�

岩
見�

道
夫�

様
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

・
㈱
京
扇
岩
瀬
店�

様
（
岩
瀬
地
区
）

・
匿
名
希
望�

様

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

そ
れ
ぞ
れ
基
金
に
積
み
立
て
し
、
桜

川
市
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
財
政
課
（
☎
58-

５

１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線

１
２
２
２)

桜
川
市
職
員
（
平
成
22
年
度
採

用
）
を
募
集
し
ま
す

職
員
課

■
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
員
／【
保

育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
】若
干
名（
保

育
ま
た
は
、幼
児
教
育
業
務
に
従
事
）

【
身
体
障
害
者
】
若
干
名
（
本
庁
又

は
出
先
機
関
で
一
般
事
務
に
従
事
）

■
受
験
資
格
／
【
保
育
士
及
び
幼
稚

園
教
諭
】
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
免
許
及

び
幼
稚
園
教
諭
２
種
免
許
以
上
を
有

す
る
方
（
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
含
む
）。

【
身
体
障
害
者
】
①
昭
和
55
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
含
む
）。

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
程
度
が
１
級
か
ら
４
級
ま

で
の
方
。

③
自
力
に
よ
る
通
勤
、歩
行
が
で
き
、

か
つ
、
介
助
者
な
し
に
事
務
職
と
し

て
の
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
。

■
試
験
日
・
試
験
場

・�

第
一
次
試
験
（
一
般
教
養
、
作
文

試
験
）
９
月
20
日
（
日
）
８
時
30

分
受
付
　
岩
瀬
体
育
館
ラ
ス
カ

・�

第
二
次
試
験
（
面
接
、
適
性
・
事

務
適
応
力
検
査
、
体
力
・
身
体
検

査
）
10
月
中
旬
頃
（
第
一
次
試
験

合
格
者
）

■
受
験
手
続
き
／
受
験
申
込
用
紙
は

大
和
庁
舎
職
員
課
・
岩
瀬
庁
舎
総
合

窓
口
課
・
真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課
で

配
布
し
ま
す
。

郵
送
で
請
求:

宛
名
を
明
記
し
た
返

信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
に
１
２
０

円
切
手
を
貼
り
同
封
、
表
に
「
職
員

採
用
試
験
申
込
用
紙
希
望
」
を
朱
書

し
職
員
課
に
請
求
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先
・
受
付
期
間
／
職
員
課
へ

受
験
申
込
用
紙
を
持
参
ま
た
は
郵
送

　《
持
参
》
７
月
１
日
（
水
）
か
ら

７
月
31
日
（
金
）
ま
で
９
時
～
17
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）・《
郵
送
》

７
月
31
日
（
金
）
必
着

■
問
合
先
／
職
員
課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３
桜
川
市
羽
田
１
０
２
３
・

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
、
内
線
１
２
１
１)

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

桜
川
市
観
光
協
会�������������

臨
時
職
員
募
集

商
工
観
光
課

■
職
種
／
技
能
職
員

■
募
集
人
員
／
３
人

■
任
用
期
間
／
８
月
１
日
～
９
月
30

日
（
再
雇
用
有
り
）

■
勤
務
内
容
／
観
光
調
査
・
現
地
調

査
お
よ
び
施
設
管
理

■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
30

分
（
休
日
は
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日

で
振
替
勤
務
有
り
）

■
賃
金
／
日
給
６,
２
０
０
円

■
勤
務
条
件
／
普
通
自
動
車
免
許
１

種■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
持
参
ま
た

は
郵
送
で

■
申
込
締
切
／
７
月
17
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
商
工
観
光
課

（
〒
３
０
０-

４
４
９
５
桜
川
市
真

壁
町
飯
塚
９
１
１
・
☎
58-

５
１
１

１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
３
１
５

１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
募
集
し
ま
す

介
護
長
寿
課

　
市
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
な
ど
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
な
が
ら

利
用
で
き
る
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
事
業
所
を

整
備
・
運
営
す
る
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
公
募
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
／
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

■
整
備
す
る
数
／
１
ユ
ニ
ッ
ト

■
整
備
す
る
日
常
生
活
圏
域
／
真
壁

地
区

■
事
業
所
整
備
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
上

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

７
月
の

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税
　
　
　
　
２
期

国
民
健
康
保
険
　
　
　
２
期

後
期
高
齢
者
保
険
料
　
１
期

納
期
限:

７
月
31
日
（
金
）

お
知
ら
せ

募
　
集



月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　 　 　 　 　 　 　 考

8/3 (月) こころの健康相談 13：00〜15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）

会場：岩瀬福祉センター

第 １ ・ ２ ・

3・4火曜日
精神保健デイケア 9：30〜11：30

仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。

（要申込）

８月の精神保健

「平成 18 年度 桜川市健康診査の申し込み」で、希望された方には個人通知いたします。

８月の成人の健康診査
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内 　 　 　 容

8/17 (月)〜

20（木）

住民健診（会場／岩瀬地区各

公民館など）

岩瀬地区の30歳以上の

方

9：30〜11：00

13：30〜14：30

結核・肺がん検診・若年者健診・肝

炎ウイルス検査・前立腺がん検診な

ど（詳細は健康カレンダーをご覧く

ださい。）

8/3 (月)
子宮・乳がん検診（会場／真

壁保健センター）

真壁地区の20歳以上の

女性
12：00〜12：30

子宮がん・乳がん検診（超音波・

マンモグラフィ検査は、年齢・地

区によって異なります。）
8/25(火)〜

 28 (金)

子宮・乳がん検診（会場／大

和体力増進センター）

大和地区の20歳以上の

女性

※平成 20 年度から基本健康診査部分は特定健診に変わり、40 歳〜 74 歳の方は加入されている医療保険者が指定する医療機関等で受診す
るようになります。特に被用者保険（社会保険等）の加入の方はご注意ください。

10さくらがわ　2009.7.111 さくらがわ　2009.7.1

８月分 健 康 ガイド
《問合先》健康推進課　☎ 58-5111・75-3111

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 ☎ 受  付  時  間

8/2 (日) 延島クリニック 東飯田600 0296- 58- 5058
9：00〜12：00

13：00〜16：00

(保険証は必ず持参）8/9 (日) なかはら整形外科医院 真壁町飯塚496-1 0296- 23- 9955

8/16 (日) 大和クリニック 大国玉2513-12 0296- 58- 7788

8/23 (日) 仁保内科医院 真壁町真壁425 0296- 23- 8088

8/30 (日) 袖山医院本院 西桜川1-43 0296- 75- 2019

８月の休日応急診療医療機関

８月の母と子の健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

8/5 (水)
楽しい子育て教室

（会場／岩瀬福祉センター）

生後2〜4か月児とその

保護者
10：00〜11：30

母子健康手帳、バスタオル１枚、

おねしょパットまたはレジャー

シート、麦茶や湯冷ましなどの水

分やミルク（要予約）

８月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

8/6 (木)・

19（水）

総合健康相談（会場／岩瀬庁

舎健康推進課、真壁保健セン

ター）

母子・成人全対象 9：30〜11：30

子供の発達･栄養･しつけ（身体計測

は要予約）、食事や運動の健康相

談、糖尿病･高血圧･脂質異常症など

の生活習慣病に関する栄養相談（要

予約）、血圧･腹囲･体脂肪測定など

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

8/6 (木) 2歳児歯科健診 H19.4月・5月・6月生 13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、

バスタオル、歯ブラシ（子ども用

と仕上げみがき用）、コップ

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

8/18 (火) 1歳6か月児育児相談 H19.12月・H20.1月生 13：00〜13：20

母子健康手帳、送付した問診票、

バスタオル、歯ブラシ（子ども用

と仕上げみがき用）

8/24 (月) 1歳児健診 H20.8月生 13：00〜13：20
母子健康手帳、送付した問診票、

バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）
８月の乳幼児健診・育児相談



12さくらがわ　2009.7.1

種　　目 学　年
1　　　　位 2　　　　 位 3　　　　位

氏　　名 校 記　　録 氏　　名 校 記　　録 氏　　名 校 記　　録

100m 走

5 年　男 鈴木　大哉 南 14 秒 9 富岡　　嶺 坂 14 秒 9 安達　慶介 大 15 秒 1

5 年　女 大山　梨菜 岩 新　15 秒 1 深谷　有香 樺 15 秒 6 菊池　哉瑛 南 15 秒 8

6 年　男 青木　風真 羽 13 秒 9 大塚　拓真 坂 14 秒 2 西村　直樹 真 14 秒 6

6 年　女 高松　陽奈 南 15 秒 5 西村　七星 真 15 秒 6 安達早也佳 大 15 秒 6

60m

ハードル

5 年　男 増渕　惠太 大 11 秒 2 佐藤　春喜 真 11 秒 6 坂口　巧流 樺 11 秒 7

5 年　女 日向　千帆 真 11 秒 7 川那子　綾 岩 12 秒 7 小河原夏月 樺 13 秒 0

6 年　男 鴻田　真輝 紫 10 秒 7 弓削　敬生 大 10 秒 9 軽部　誉生 羽 11 秒 1

6 年　女 安野紗也加 雨 10 秒 9 安達　美空 大 10 秒 9 三上　　杏 樺 10 秒 9

800m 走
5 年　女 細谷　美空 樺 2 分 59 秒 4 口町　菜月 南 3 分 01 秒 4 西嶋真妃琉 羽 3 分 04 秒 7

6 年　女 藤田　歩未 谷 2 分 52 秒 7 冨田　紗羽 樺 2 分 55 秒 8 斉藤　千尋 岩 2 分 57 秒 7

1000m 走
5 年　男 佐伯　太一 羽 3 分 34 秒 5 坪井　友亮 坂 3 分 37 秒 3 金澤　　遼 樺 3 分 39 秒 3

6 年　男 稲川　充彦 坂 新 3 分 22 秒 2 仁平　裕貴 岩 3 分 24 秒 8 島村　虎義 岩 3 分 27 秒 8

走り幅跳び

5 年　男 渡辺　堅斗 樺 ３m86 来栖　海斗 真 ３m42 中川　一樹 大 ３m41

5 年　女 廣澤菜々子 岩 ３m23 木濟　有希 坂 ３m23 中野　鈴華 猿 ３m14

6 年　男 久下　直也 樺 ４m08 安高　悠斗 真 ４m07 小久保智貴 南 ３m89

6 年　女 小松　美月 岩 ３m56 中澤亜由美 雨 ３m48 小河原芽衣 樺 ３m44

走り高跳び

5 年　男 井川　倖太 樺 １m13 信山　稜太 岩 １m10 佐藤　大和 雨 １m10

5 年　女 岩出　　愛 岩 １m06 千々松　莉菜 樺 １m06 橋本　伊代 羽 １m06

6 年　男 増渕　祐人 紫 タイ１m28 石塚　治樹 真 １m25 池田　智哉 雨 １m22

6 年　女 鈴木　夏乃 南 １m15 宮本　実夏 大 １m12 長谷川恵梨 岩 １m12

ボール

スロー

5 年　男 加藤　翔大 雨 新　47m38 物井　　優 岩 45m52 谷中　亮介 岩 39m78

5 年　女 豆生田舞鈴 真 新　41m00 齋藤　朋華 真 31m45 塚本　沙織 真 29m43

6 年　男 中田　和也 羽 46m33 千島　秀太 紫 44m46 中川　寛渡 羽 43m21

6 年　女 臼井　涼華 真 新　44m34 石川　瑞穂 羽 39m20 金山明珠沙 南 38m97

400m

リレー

5 年　男 大 国 小 学 校 1 分 03 秒 8 真 壁 小 学 校 1 分 04 秒 8 岩 瀬 小 学 校 1 分 05 秒 2

5 年　女 樺 穂 小 学 校 1 分 08 秒 1 南 飯 田 小 学 校 1 分 09 秒 1 真 壁 小 学 校 1 分 09 秒 5

6 年　男 真 壁 小 学 校 1 分 01 秒 5 羽 黒 小 学 校 1 分 02 秒 1 雨 引 小 学 校 1 分 02 秒 6

6 年　女 真 壁 小 学 校 1 分 04 秒 2 樺 穂 小 学 校 1 分 04 秒 3 南 飯 田 小 学 校 1 分 04 秒 5

第４回
桜川市小学校陸上記録会 

　５月 21 日（木）市総合運動公園多目的グラウンドを会場に、市
内 11 校の５・６年生の 872 人による「第４回桜川市小学校陸上記
録会」が開催されました。
　選手たちは、短距離・長距離走、走り高跳びなど 8 種目の競技で、
日頃の練習の成果を発揮し記録に挑みました。
　上位入賞者と記録は次のとおりです。（３位まで・敬称略）

※
岩:

岩
瀬
小
学
校
／
坂:

坂
戸
小
学
校
／
南:

南
飯
田
小
学
校
／
羽:

羽
黒
小
学
校
／
猿:

猿
田
小
学
校
／
雨:

雨
引
小
学
校
／

　
大:

大
国
小
学
校
／
真:

真
壁
小
学
校
／
紫:

紫
尾
小
学
校
／
谷:

谷
貝
小
学
校
／
樺:

樺
穂
小
学
校

子
ど
も
達
は
持
て
る
力
を
発
揮
し
、
記
録
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
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史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.28

文化生涯学習課

資料館係

　
真
壁
陣
屋
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果

に
つ
い
て
、
現
地
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
８
日
（
土
）
10
時
～

11
時

■
場
所
／
真
壁
陣
屋
跡
（
桜
川
市
真

壁
町
真
壁
１
９
８-

１
）

※
真
壁
中
央
公
民
館
跡
地

■
内
容
／
真
壁
陣
屋
跡
の
発
掘
で
出

土
し
た
遺
構
（
堀
な
ど
の
跡
）
や
出

土
品
を
公
開
い
た
し
ま
す
。

■
参
加
費
／
無
料

　
説
明
会
資
料
を
配
布
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
／
当
日
、
現
地
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
駐
車
場
／
会
場
付
近
に
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。
左
記
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
会
場
ま
で
は
徒

歩
５
～
10
分
で
す
。）

・
高
上
町
駐
車
場
（
当
日
無
料
）

・
真
壁
駅
南
側
駐
車
場
（
無
料
）

・
真
壁
第
一
体
育
館
（
無
料
）

■
問
合
先
／
文
化
生
涯
学
習
課
文
化

財
係
（
☎
58-

５
１
１
１
、
75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
２
４
）

　
６
月
か
ら
、
歴
史
民
俗
資
料
館
・

真
壁
中
央
公
民
館
（
真
壁
町
真
壁
地

内
）
の
建
て
替
え
に
伴
う
発
掘
調
査

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
発
掘
の
場
所
は
、
江
戸
時
代
の
真

壁
藩
や
笠
間
藩
の
役
所「
真
壁
陣
屋
」

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
真
壁
陣
屋
は
江
戸
初
期
に
真
壁
藩

主
の
浅
野
氏
（
浅
野
長
政
の
三
男
の

家
系
）
が
つ
く
り
、
江
戸
後
期
に
は

徳
川
幕
府
の
譜
代
大
名
で
、
笠
間
藩

主
の
牧
野
氏
の
時
代
に
つ
く
り
な
お

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
遺
跡
と
し
て
の
陣
屋
跡
は
、
西
半

分
が
市
街
地
と
な
っ
て
失
わ
れ
、
東

半
分
は
明
治
時
代
か
ら
小
学
校
、
役

場
、
公
民
館
等
の
建
設
に
よ
り
、
地

上
に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
地
下
に
ど
れ
く
ら
い
の
遺
跡
が

残
っ
て
い
る
か

―
。

　
近
現
代
の
痕
跡
を
て
い
ね
い
に
取

り
除
き
、
江
戸
時
代
の
断
片
を
発
見

「
伊
豆
之
早
雲
は
、
は
り
を
も
蔵
に

積
べ
き
ほ
ど
の
た
く
わ
え
仕
り
・
・

武
者
辺
に
つ
か
う
事
は
、
玉
を
も
砕

つ
べ
う
見
え
た
る
」『

朝
倉
宗
滴
話
記
』

訳
　
伊
豆
の
伊
勢
（
北
条
）
早
雲
は
、

針
ほ
ど
の
も
の
も
蔵
に
た
く
わ
え
る

心
が
け
で
財
産
を
つ
く
り
・
・
財
産

を
合
戦
の
用
に
使
う
と
き
は
宝
物
を

打
ち
砕
く
ほ
ど
思
い
き
り
よ
く
使
っ

た
そ
う
だ
。

　
５
月
号
で
も
紹
介
し
た
朝あ

さ

倉く
ら

宗そ
う

滴て
き

（
一
四
七
七
～
一
五
五
五
）
は
、
戦

国
時
代
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
名

将
。
そ
の
語
録
に
は
他
家
の
財
産
と

人
材
活
用
の
話
も
記
し
、
参
考
に
し

て
い
ま
す
。

　
大
事
な
時
の
た
め
に
、
ふ
だ
ん
か

ら
節
約
と
た
く
わ
え
に
は
げ
み
、
使

う
と
き
は
お
も
い
っ
き
り
よ
く
決
断

し
て
使
う

―
。

　
決
断
に
日
頃
の
備
え
あ
り
で
す

ね
。

歴
史
の
風
景
　
№
２

真
壁
陣
屋
か
ら
み
た
筑
波
山

　
陣
屋
跡
の
北
東
部
（
資
料
館
跡
北
側
付
近
）

か
ら
み
た
筑
波
山
。

　
江
戸
時
代
の
人
々
も
同
じ
風
景
を
な
が
め

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
次
回
は
岩
瀬
地
区
の
風

景
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

真
壁
陣
屋
跡
発
掘
調
査

現
地
説
明
会
の
お
知
ら
せ

す
る
調
査
は
、
８
月
終
わ
り
ご
ろ
ま

で
続
き
ま
す
。

歴
史
の
こ
と
ば
　
７
月

江
戸
時
代
の
遺
跡
・
真
壁
陣
屋
跡
の

発
掘
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》

おおきなおおきな木　　　　　　　　　いもとようこ

たすけて！　　　　　　　　　　　　　ホリー ･ ケラー

さんねん峠　　　　　　　　　　　　　李　　錦玉

100 万ってどれくらい　　　　　　　　デビット ･ Ｍ ･ シュワルツ

《一般図書》

英雄の書　上・下　　　　　　　　　　宮部みゆき

パラドックス 13　　　　　　　　　　　東野　圭吾

粗茶を一服　　　　　　　　　　　　　山本　一力

架空の球を追う　　　　　　　　　　　森　　絵都

貧乏シフト　　　　　　　　　　　　　造 事 務 所

【今月のおすすめ図書】

パンダの手には
かくされたひみつがあった

山本　省三

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

※動物の体のしくみはまだまだわからないこと
ばかりですが、この本はパンダの手のひみつを
上野動物園で亡くなったパンダを調べて制作さ
れています。お子さんが興味を持つと思います。

真壁中央公民館図書室
《児童図書》

恐竜 CG 紙芝居（全６巻）　　　　　　　中村文人・福岡昭二 ほか

飼い方図鑑（全８巻）　　　　　　　　　増井光子 ほか

つくってあそぼう (11 〜 20 巻 )　すぎもとあきら ･ ささおとしかず ほか

怪談レストラン (41 〜 45 巻 )　　　　　松谷みよ子 編

おもしろ手遊び指遊び　　　　　　　　佐藤二三子

うしはどこでも「モー」　　　　 エレン ･ スラスキー ･ ワインスティーン／

　　　　　　　　　　　　　　　ケネス ･ アンダーソン

《一般図書》

新版　剱岳　　　　　　　　　　　　　新田次郎・山本甲士

パラドックス 13　　　　　　　　　　　東野　圭吾

運命の人（１・２巻）　　　　　　　　　山崎　豊子

アマルフィ　　　　　　　　　　　　　真保　裕一

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

5
1
1
1

【今月のおすすめ図書】

ヘンリー･ブラウンの誕生日
エレン･レヴァイン／
カディール･ネルソン

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

風にのって

堀江　良一

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《児童図書》

おつかいどきどき　　　　　　　　　　木村　裕一

お弁当なあに？　　　　　　　　　　　山脇　　恭

ふたごのでんしゃ　　　　　　　　　　渡辺　茂男

フライパンじいさん　　　　　　　　　神沢　利子

森のおはなし　　　　　　　　　　　　松居スーザン

《一般図書》

子どもがスクスク育つ家づくり　　　　細谷　　覚

医者の品格　　　　　　　　　　　　　宇野　克明

夜は短し歩けよ乙女　　　　　　　　　森見登美彦

湯けむりの殺意　　　　　　　　　　　西村京太郎

十津川警部ＳＬを追う！　　　　　　　西村京太郎
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桜
川
文
芸

吾
が
視
線
無
視
し
て
い
つ
も
の
野
良
猫
が

悠
々
と
消
ゆ
著
莪
の
花
か
げ

青
木
　
栄
子

つ
く
し
湖
の
桜
に
心
を
満
た
し
つ
ゝ

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
に
も
異
国
の
母お

や

子こ市
村
　
ヤ
ス

逝
き
し
人
の
化
身
か
白
蝶
舞
ま
い
て

吾
が
身
め
ぐ
り
を
つ
か
ず
は
な
れ
ず小

林
　
和
子

わ
が
為
に
は
つ
か
香
に
立
つ
鈴
蘭
の

め
ぐ
り
寧

ね
ん
ご

ろ
に
草
引
き
て
お
り

根
本
よ
し
子

満
々
と
水
を
湛
え
て
春
耕
の

田
の
面
は
早
苗
を
待
つ
ば
か
り
な
り宮

田
　
君
江

【
一
般
投
稿
】

春
は
花
夏
は
緑
に
秋
紅
葉
冬
は
雪
白

す
べ
て
よ
ろ
四
季

木
下
　
善
信

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

利
根
の
水
面
が
静
か
な
宵
に

揺
れ
る
小
舟
の
ふ
た
り
づ
れ

つ
く
志
輝
美

と
ど
く
所
に
あ
る
し
あ
わ
せ
を

知
ら
ぬ
女
の
酔
い
っ
ぷ
り

稲
葉
　
建
正

選
挙
ラ
ッ
シ
ュ
に
戸
迷
う
蛍

ど
こ
で
安
ら
ぐ
甘
い
蜜

田
　
　
哲
人

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

草
蛍
零
れ
る
時
も
灯
り
け
り

藤
田
　
凡
鐘

ア
パ
ー
ト
の
目
立
つ
空
室
梅
雨
に
入
る

荻
原
　
勅
彦

蚕
豆
を
摘
み
ま
ず
ま
ず
の
余
生
か
な若

色
寿
美
女

仏
画
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
面
半
夏
生

仁
平
　
房
女

ふ
る
里
に
新
た
な
道
や
夏
の
雲

金
田
と
う
女

足
音
の
つ
い
て
き
さ
う
な
夜
の
蛍

島
田
喜
与
子

更
衣
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
る
去
年
の
メ
モ萩

原
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

窓
少
し
開
け
て
看
取
り
の
若
葉
風

宮
本
　
芳
江

古
稀
に
し
て
と
き
め
き
が
あ
り
更
衣植

田
　
祥
雲

鼻
欠
け
の
石
仏
囲
み
著
莪
咲
け
り

海
老
沢
静
夫

風
拾
ふ
こ
と
に
始
ま
る
薄
暑
か
な

鶴
見
　
菊
江

自
転
車
に
余
生
の
背
中
風
薫
る

泉
　
　
健
作

晋
平
の
館
に
生
ま
る
シ
ャ
ボ
ン
玉

今
井
　
繁
子

肩
巾
の
広
か
り
し
父
松
の
芯

鈴
木
ノ
ブ
子

桐
の
花
淡
き
記
憶
の
中
に
母

井
坂
　
洋
子

母
の
日
を
祝
さ
れ
今
に
母
あ
れ
ば

大
関
　
く
に

夕
端
居
女
盛
り
は
と
う
に
過
ぎ

松
崎
　
い
ま

ひ
と
ひ
ら
の
又
ひ
と
ひ
ら
と
散
る
牡
丹

吉
原
　
秀
子

皮
を
脱
ぎ
伸
び
行
く
竹
に
力
あ
り

田
崎
　
信
子

母
の
日
や
遺
品
の
中
の
鯨
尺

関
根
　
幸
子

病
み
て
な
ほ
生
き
る
活
力
新
茶
煮
る海

老
沢
幸
子

老
鶯
の
身
ほ
と
り
に
鳴
き
草
を
引
く竹

林
　
て
る

さ
な
ぶ
り
や
む
か
し
は
結
ひ
の
燈
を
煌
と

飯
山
　
　
昭

【
一
般
投
稿
】

筑
波
嶺
を
望
む
梨
棚
花
盛
り

木
下
　
善
信

首
あ
げ
て
折お

り

々お
り

青あ
お

葉ば

見
て
は
病
む

広
瀬
　
　
宜

　
短
　
歌

【
真
壁
短
歌
会
】

花
か
す
む
野
に
も
山
に
も
風
が
吹
く

青
葉
の
夏
を
招
く
と
て
吹
く

田
中
　
　
要



環境にやさしい大豆インキを使用しています。
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わが家の笑顔わが家の笑顔

　本格的な夏の到来を前に、市内の幼稚園や小中学校

で、子供達が待ちわびていた水泳の授業が始まりまし

た。幼稚園の「プール開き」では、年長さん達が塩と

お神酒で清めてから年少さん達がプールに入りました。

年少さん達は、初めてのプールでの授業に戸惑いなが

らも、元気いっぱいに遊び、大きな歓声を挙げていま

した。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎ 58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

おじぃちゃんからひとこと

　いつも車イスを押して

くれてありがとう。

　じぃちゃんも空くんみ

たいに元気に走り回れる

様　歩く練習がんばりま

す！

おばぁちゃんからひとこと

　魚捕り、虫捕りが大好

きで、周りを明るくして

くれます。

　健康でやさしく育って

ほしいです。

市内の幼稚園や小中学校で「プール開き」

成
な る

島
し ま

　空
そ ら

ちゃん

 平成 17 年 2 月 5 日生

（羽鳥地区）

刈
か り

部
べ

　慈
じ

音
お ん

ちゃん

 平成 16 年 10 月 28 日生

（飯塚地区）

　
大
和
田
み
よ
子
さ
ん
（
真
壁
町
上

谷
貝
）
の
家
庭
菜
園
で
、
珍
し
い
サ

ツ
マ
イ
モ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
和
田
さ
ん
が
、
畑
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
掘
っ
て
み
る
と
、
ヘ
ビ
が
と
ぐ

ろ
を
巻
い
て
い
る
よ
う
な
、
何
と
も

変
わ
っ
た
形
を
し
た
イ
モ
が
出
て
き

ま
し
た
。
よ
く
観
察
す
る
と
2
本
の

イ
モ
が
絡
み
合
っ
て
成
長
し
た
よ
う

で
す
。
大
和
田
さ
ん
は
、
珍
し
い
と

思
い
玄
関
に
飾
り
、
し
ば
ら
く
す
る

と
芽
が
出
て
き
た
の
で
、
盆
栽
に
な

る
の
で
は
？
と
思
い
今
も
飾
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

筑波山を背景に、愛らしいレンゲの花が咲き誇りました。珍しいサツマイモを収穫した大和田さん。

ロ
ー
ド
パ
ー
ク
に
レ
ン
ゲ
が
満
開
！

ロ
ー
ド
パ
ー
ク
に
レ
ン
ゲ
が
満
開
！

と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
の
は
ヘ
ビ
？

と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
の
は
ヘ
ビ
？

　
４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け

て
、
桜
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
の
南
側
が

レ
ン
ゲ
の
花
で
覆
わ
れ
ま
し
た
。

　
レ
ン
ゲ
畑
を
作
っ
た
平
石
道
高
さ

ん
（
長
方
地
区
）
は
、
立
ち
寄
っ
た

人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

種
か
ら
育
て
ま
し
た
。
見
頃
と
な
っ

た
５
月
の
連
休
に
は
、
休
憩
し
た
人

た
ち
が
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
石
さ
ん
は
、「
来
年
は
ナ
ノ
ハ

ナ
を
蒔
き
、
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
に
協
力
し
た
い
。」
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。
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